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立 春 の 日
イきまだ7Rい2JH El.立イ卓の

Llに良ILll3!?.,n安のJiF即J【拐H

さんが r鋲欲と1.'JSrAを持って

脚掛 こIIIJt軌し憧れたFjL汚CL'¥§'L.S

を孤ね多くの伐iIさをあけるな ど

*Ll.ll劫fTの振粥に大きな汚点Eを

した｣J)J細により,q/llk20lr

r l止蛙略し..ミ救f胤 は 削 りuLi J*+芸 ,IL6諾 よし三二'"'u r

木=11彩を焚けるのは Ll.hLf_12校IJttm‡Llでは1JJめてで あ

り.もちろん.■f哨 比仝Ilとしてもu)の快挙です.

rJTH女に ｢FリJHL■.ミ鞄呑ノ之彬を受けます｣とメールをもらっ

ていたのですが 前例が/iいことでもあり.liIl攻がつ か

ず.翌L]にへ yキーでhH.ほ れたrlF再を見て崩さました.

岬LF丈にIJ"flllほ れたLl.n'-佼■Ji拐拓哉目幅金剛JNL入会にお い

て ()00U.I"I.HHIl(ド Hirjなく i抄以I人Iの1lllJさへよう こ

そ t｣と刺激rfJな派祖で稚1ミされたと1っり.バ-コー ドを

利川したパソコンによる物.I.1Z,(ti'LF.("■,)管Lllについて耶ĵL.

L-いちソフトウエー/を脚光し 'jl掛 こt棚 lさ11ています. こ

ういうものをL二l))で桝ブeしたtl'控は 他に例がfKく お そ

らく全回WではないかとAIJ まヽす.また ハーコー ドによ
る物((,7】のうでJTtlのためのIIJUtシステムは多くあr)ますが ソ

フトウエアもごく一般rp')/A:-/i,;lpソフトをhnlJlJーるなと

少ない経F'tで人き/=知りさをもたらすIEhlJur,I)なものです｡日日
允の耗約･I'tn三等については 1LI,kv)0iI-JRJミl柵と立上と崎

r ■霊芝書芸T,,r警護盟L4r琵孟;-lc孟宗 諾 孟子莞 誓｡.i

州 セわ11ていますが ′1'控の 瓜†んにそLrLを軌 =するとい う

JIPliにます感InlLました.【4祁餌での利Jn例をみるまで も

IJく 仙川のために持ち巡びされる物.I.E'.を脈梢でriFr■す る

には 緊純な'J鳩 Ruiuが必班で､そのもー,共さ JLj刷)Jも′Z､JEL

となります.パソコンによる許Llゼンステムでも.IllなるflL

一門でJjBよr)は バーコー ドリ-ダで阿川tに.読ませるたけで

とはIf,(易に川場‡できますので.今托 この-/ステムの盛 小

データIlr,tの師友HEやソフトウエアの完成腔がさらlこ向 l

していくことを糊緒しています｡
Jfは.これ以IIi‖こも.IiI郎Jt梯J=主さんは.†実I人ILANT._I

r.川ル て肌氾JJメラのは 内.投irは いう先進的/A:(UrJ～1_を さ

れ､そのlJfJuにもこきitけちれています｡

.!下しいことは 壬と.拙U.(1等′rI按才irIrrJt究会′{'fTltJ伽 †r;仝

rllLJjiH がlJ空会的 において宥托LプeLtiさ11ています の

で 桐覧lこなった全11の怖様もおられることとRlいます.

3色端は.ノア12の安全代J'['の一環として,tVJ乱川けJメラ を

.榔 JLL,ようとしたところ.某省iilL一m が IUOノJF'】以 J
とカモりにも7..,1いので.それならH/JIででき/ELいか.白 JJ

の塵 上山 ..:' .●L L∴ ::

でやろうとI火Oされ.r災順 のIl〉何等を探し出し､奴fl

フリーソフトを利川するなとして もL21Jさ的には その

JJJの 日■111度の寿7,llltで完成させたとお1川さして才っります,

/ステムとしては,iJメラを革Ê)のパソコンに斬ぐ

りノJで.範疎LAhrを利川 し.ど11かのパソコンをサ

パーにiL;fてて-lfH セソトにすれば 湖パソコン(サ ー

バー)に師1両がJHl.Ifqささtてl)アルタイムに映しI目さ れ

るというものでLIJ..さらに.ハー ドディスクの'tFFlhAiTl娘

のための Z二-)<として.動きがあったときだけE如印する と

いうI削たまで付加は ～1ています.そして これらのl川 発

や脚韻を絞ヲ/LATulたちと｣帥JでrrrLり別記1Lたそうです｡

'J5鴨の両でt).物品r廷帽1城川ミrf,･が次々に改正さき1 平

城17隼腔には)t'糊監jfL 拭く 18的Rには行政特記lt
そして 】9ifJJiEにはI11約の偵fi､さらに2Oil-Jiu=は 物

i,7】ALT,理iJ(況Bl地制作 1,iZ州R'.1●よと 帖Ll能1亡･快で上顎 が

rR施されるrl'で 1引抑】i拐Jとさんは.Ll.ゝTl香湖脚 キlt か

らI.7過しておられる肘拐r叫仔は股の加流を存分にブET印 し

てJ川.され 靴で【別 主からIiF(されるほどの菜桝退fr に

lnlえて 御存じのとおり 竹戊19的itEには､LL,川rf71脳

11帖会の会広も摘めら11ました.
このように,JiI朴fr純良さんは Ilt梯1主としてとり わ

け多忙な小.持IJTIの岬ftをti,'Lみ】rlる帆 JI.1〕･J強い探 ′Jミ

心 てiL'I.Tな知識 多f岬 )な批 ■･､で先進rr'JなJILLり糾みに 挑

稚さilてきました. これまでの】lLり糾みで!嘩符さLlた 匁l

讃やは11Llは大きな肘雌であるとともに 一緒にdL･jJh た

F,-手的llの印さ/.,にとってもtlmLな朋Afになったこと と

公います.作Btをと.IL'jして?I.Tl眼目の(ffJLlにも指2.gノJ を

5紺 LされてきたことにただただJ剤 はするばかr)です. そ

してさらに,これら知I的lu作をIE‡しげも拓く公IJf)し. IL1

供される雌1.tのJL.さにも蛙唆します｡このようなこと が

3f低されて滋彬を受けられたとI作Y,iしております.

私は 今までに 三腔はど1主r岡部別 主さんと同じ肌 喝

になl)ました｡いずれの脈糊ででも.日)JrでIL心 し た

り,迎くまで妓滋をしていると､ r誰か/Jlilてくilて い

るよ.｣と粒IiEとfJ:く励ましてもらいました｡そ11が そ

のまま.榊El身にigっていったのだとtil.います｡まさ に

｢i,74ナは人のためならず｣という諺のようになりま し

た｡

J壬rqlI場 長さんの r-/ロに縦する｣Il̀(軸とr,(5力を詑 め

てLlただいたことにJd謝しますとともに.I史々 にとっ て

も大きな鞘びであり､後lこ鋭く後北たちの人きfJ.励み に

なったこととL.1じております.心 からお祝いを(TlLl けます.
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火付推招学校 仏 木 棚

7))めて特別支授学校を搬験して 4昨日が終わろうと

しています.

当初)は､大村雅被学校が対毅とする附宙の11rtmも知ら

ず 摂R:L料が屯い代わりに就学奨励坪があるという<ら

いの加荊しかありませんでした.lJr拐引継の時､当岬の

校長先生からい),ADltD アスペルガ-というf=†戯

引i"きましたが 改味を牡解できませんでした.

文科れによると発達脚鞍等のある児並生徒が6%をLii

えることから,′ト･中 ･前でも適切な教育のLR践に取り

触れ られることが多くなってきているとnlわれますの

で.本校の桝Ilil央甥の納介が皆様の参利 こなれば幸いで

Ill.

-4こ鮫の発足当初)は､Fm凄する長崎tg奴センタ- (l[‖Bl

立位蛸rl'央病院)に入院する噸比や町院病などの健臼状

敵の千どもたちが多く血う学校で.多い時は 100名を

超える子ともたちが在学していました.医学の進歩によ

る気管支噛fJ.拾触法の先述や学校検尿の帝人lこよる野

炎 ネフローゼIE'L･-候群のliiJg悦 見などで1位tk疾はが減少

したことと 隈はする捕院の鰻fm改･Yilこより個性疾Ii!を

対史とした小児科が廃止されたことで.生従故が減少し

ています,平J'k20年度の生徒数は22ぞ1(5/ 1現
揺)です.

木岐については よく不空陵を対政とした学校と受け

放られがちです机 本校の柄弱養護は.他作の内部疾Iil.

やLF,JらかのrI'川IW)なLl;至因のため,学校生砧に困難を感じ

ている児東生徒机 入院や延岬的な池院治鮫を材lけなが

ら学習する学校です.

杭人も学校日日での協ユ毘ではなく lf剛の給断を4丘に.

小 ltl学校から地域の叔†7番n会をとおしてil.し微香に申

轟き=導C-柵 尼

後難に夢を託して
北松仇茄揃神学校 松 EEL 長 磐

ホ咋当机 学校で退JT_fの祝いをfHiしていただき 亦い

ちゃんちゃんこを羽摂り.今までT.い人にも.妄りJH.力

では迷嘘を掛けた<ないという忠劉で努めてきた壬≡Hlが

脆くもImれきりました.あと一作.何桝もなく監祁林滋

でさればとAI.う今tjこのqlです.

別(I.学校王】【柄を取りBi･く環触 法 戯しいt.のがあり

ます.又.その耶掛 二村Iわる人々の考えも細々多様とな

り､‡',芹を育てていくTL務をもつJJF拐長として.どうメl
応すればよいか迷う転日です｡

振り返れば.私の学校耶横に対する考えはJ誌抑 こ勤め

た r前払高校｣ (炭坑U糾IJにより膜性)での仕那 くkFk

が誠礎となったようにnr.っております.IJf柄杓Ll一人の

学校でしたので3占す人は先生方で f]:卯はなるべくLHLII

中に仕上げ.午後は.放郡L後のクラブ活動の相弔に脈

え､余裕を持って比和をするようダfめました.夕食も独

身全で炊相をqrりHL みんなでワイワイ常苅しなから氏べ
たものです.

その中で -1TFi心に残っていることは.叔rr周係に従

ltfして11かったということです｡みんなで捕輪する汀六iiI

は.学滑向上 クラブのJJk榊向上坤.TT井のない詔はば

榊舌れ.LI,t政教で転入段を決めて学校に油知されます.

平挽きがよく理解さLrtてなく 叔‡7胡散などで学校がす

ぐに卦 ナ入れの退邪をしないとTl-L止され困る瑚合もあり

ましたが､戦術相談の方法や鉱水的lJFnJ(の確認をするよ

うになり解消しました.

本校には心身症等の千どもたちが多<､昼休みにキャ

ッチボールに恥じている姿からは確報学校の子どもたち

とはitiえません.附省若手鵬を持っていない子どもたち

がほとんどで.法による支援を受けることもできません

ので.将来.巨はLL.社会参)JLrできる人rlHをfFてること

を巨‖票としています.そのため､病気がIgJむし.担ll百が

ついたなら元の学校へblるよう桁鞘をしていますが､養

損亡芦校のクラス定Llは6名で.本校の小学miはマンツ-

マンに近い状蛭で桁渦しているため､児放生従にとって

はI-h'心地よく.保持諺にとってはこれまで学校に行けな

かった子どもが欠席な<生抜していることに安心して,

自立に向けたgHJを怠ってしまう糊合があります.地域

の学校.臨地r醐鼠 揃祉幽併などと迎排しながら.子と

もたちの救諭をすすめています.

また.本校の子ともたちにはほとんど知的印抄はみら

れないので･･I.朋 【を卒業後は前校や馴 伎 鮮 相 の拓 1
ミ乍iⅦに進学しています.進学先で通学できているかの追

跡もし.本校での叔†Fに生かすようgfめています.進学

した千どもたちが学校の休みを利川して挨拶にNJれて<

れると.つい ｢元気にしている｣r学校は来 しいね ?｣

と71Tをかけたくなります.また.子ともたちの 1咋F'u-Jの

成戊にはEl兜ましいものがあり.その表を見られること

に-#ぴをAJ･Sじています.

凍績学校に勤務して.ELiうことは.保音さ省もいつまでも

干どものTrrL例をirJ.るわけにはいかないので.自iJl_を促し

たり 法的な援助側雌を盤(付するはかに,地域出会の支

規がある社会となるよう偶戦を発信することも薙措学校

に朔める私iBの任那ではないかと思っています｡

かりで 全て生徒及び学校を放くするた桝 こは如何にあれ

ば良いかという話のみであったということです｡

それ以来私は どこに育っても□うるさいとiLiわTtよ

三吉三二芸等霊芝L=競 蓋E妄言去,p'至と豊富1,i器 ,I 1

は 耶祷以外でも発言を続けてきました.

今 三拝精良としてこれからの ｢学校41†初｣をAlうと何

か,吹つり)11ないものを感じています.これからの-1)t摘

硫rlが何を日ほとしてLLIJFを進めていくか､rj々 の仕叫

の中で兄いだす余桁がなく.Lr.とからの指示や監証の対応

にjiiわれ,ill分が担当している仕コLfさえもその七1拠及び

効鵜を探せない状況になっているのではと考えていま

す.
学校を変える又は動かす彫帯州ま,一人の教Elより一

人の祁摘GuLlの方が触いものがあると碓†コしています.

学校耶排が r耶捕センター｣ 軟投での ｢兆同学校tTJf

揃｣一宇.lLtなる叩瑞の合理化という-irlfで持論さTtてい

ることにli憤娘を感じ.これからの祁椀のLlさらには耶

鞘益として如何に学校巡宮に桝わるべきか並い稚拙がEl

の111日こあります｡

学校のrllで ilI椀Ijl'はみTfTそのものにはrjをHは ない

という考えが存在するようにAl.いますが 民IHl人が校長

になrLる今.我々が叔IfTをArい.学校全体の巡態に携わ

るのは､今後の学校には必輩ではないかと.EEl.います.

しかし,別状では.鮭駿あるIJf抜去をでさえも.il一栽い
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段丘の一,Bで対応を変ZZZすべきことが生じます.祁紡玉

において学校全体を客税的に見てきた群として､主に救

える耶のみ従部してきた放Dが､トップに立って学校を迎
懲していく駅です｡その中で耶梯良をどう生かすかは上
F=立った省の人的15田にrAlJ)つています｡敵背内容や生

徒掛.Qの問甥についても.枚rlllnLrtllのみでの対応となっ

ているようです.又､叩梢儲11も自分はIAl係ないという

考えがはびこっているようです.

これからの都務刑Llは.叔rfi税湖における呼門他を兄

いだし.iil純な耶務処理斐flではなく教育のriH猫に意見

(例えば,子供を持つ税としての)をfJえる能力を如 こ

付けて欲しいと思っております.これから数十人のIJ【耕

奈TYl.町､年制 史 話̀斤 酉 正 隆

このLJ;子馬を研いているのは平成2】咋3月7日 (土)の

年後です.宗田前校にLt任してIiL川 三が過ぎようとしてい

｢ る妄言言霊 ･_キング (士別こ矧 批 駅 .附 障って

いない時のEl梨)を8時30分qlから始め.2時間ほど非

きました.鼠は少々吹いていましたが 空は¥lt空.気泡も

寒くもなく堵くもなく早8を感じさせる ほど良いEi5気で

した.ウォ-キングの途rrlでは奈刑鵜のfltい海や山では柿

の花を眺めたり.また､ウグイスやメジロの明き戸がF∃Iに

えてきました.ほとんど人とすれ迎うことが無く El然を

油喫!L,たウオーキングでした｡

そんなウオーキングの途中.増えていたことが 175-月以

上も附 こZJI頼長会広報部からの}It満広会社 rばってん｣へ

のrilf臨地轍があったことでした.iiJfのrrlでは何かを群かね

ばならないと考えているのですが､なかなか考えがまとま

らず.仕叫に追われながらするすると抑 ナぬまま木目に至

ったのでした｡

ウォーキングしなから何を‡!に うかと思案していると､

ふと浮かんだのか中国のJ,ri粕代

のき.7人孟浩然の持 rな 暁｣の-

fGl｢ギf眠暁を覚えず｣でした｡

｢ 話芸｢雲霞;慧忘琵芸.禁 書諸

の平成20咋4月3日の朝のこ

とでした｡その日は年二後から妓

崎地区祁梯艮全が長崎でEmかれ

ることとなっていたために,Z;守

刑砧を中卜一番の6時35分兜の

フェリーに乗船し福江にI;Jlかい.

lJrが‖こ乗船チケットを別人して

いた桁江兜7時30分のジェッ

トフォイルで長崎に行くIT･従を

していました｡ところがIlll臼の

挟,転勤の疲れから日光まし7

ラームをセットしないままも!入

ってしまったので,アラームが

Q.)りません.私は硫n吐宅の近

くの山で喝<ウグイスのilIでEl

党めたのでした.私が目覚めた

叩刻は6時.載fl住宅から然刑
姑のfLkまではJliで 10分はかか

ります.TR7物の準矧まItlTI俊にi芥

ましていたが.トイレ.洗臥

技が近年を迎え.若い人がその後に拭くことになります

那.i:Hタ川 t学校を勤かすという責(蚊をもってLi即に携わ

ってもらいたいと思っています.

ツなどいろんな仕郡に鵬わるlJFができ又,学校側陳以外

のいろんな力と交流が持て,本当にありがたく感謝して

おります｡

平段の小満滋に朗らかなおtがなくならないことと学校

糾榊の中で耶拐磯貝ひいては耶横広が_Trf姫なこな志決定に

参画できるようになることを強く願い,さらには他iF.さに

は作LE≡しますが耶紡長から一人でも快技がIR現すること

を3'!み.filをTむきたいと思います.

新鮮えと住宅を山 る前F=すべきことは色々とあります｡私

もこの[-Iflまかりは,一杯持TL脚人の乗船チケットを転私にしな

いために大慌てで身支度をし.El宅をJHて雌へ向かい,

どうにかフェリーに乗船することができました.ただし.

親船できたのは抜かったのですが.鮎はポサボサ.髭は

のぴたまま スーツを祈るIT･淀にしていましたが.時rHl

がJzfいために近くにある廿段邪を邪るなど血様な出で立

ちでした.まあ 長崎に解いて自宅に灰ればどうにか身

っていました.

今にして盟えば あの4月3L]は今E】ウォ-キングの

途中でZi"いたウグイスの鳴き7tTに助けられたのだなとしみ

じみと感じました｡この節猫をTlfいている今も窓の外から

rL)グイスのlのき声がI3"こえてきます.こんなに自然毘かな

焚付糊 に助けられたのかもしわませ/.,.

LH鵜Lという訳でもありませんが この奈付1砧に感謝し､

ここで軒つ生徒過の進路実現のために学校耶揃という立切

からTI7-杯のことをして行きたいと.Iiiっています.

やっと拐i猫を否き上げてほっとしています.この

あと 夕11-から地元の方より紹持されて飲み会に参加しま

す.近tflは地元の11-々 との飲み会が抑えてきました.大い

に奈TYTふみの生話を楽しんでいます.
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本f32はm止711LI中を迎え rIEiflの押出をつかめ)のf2

JlのiJと ものつくり 1-t縦rL符 多Ltな越流実現をキー

ワー ドに乃lTl吉和を進めています.は経iの押tiをつかむこ

とは rホi加 をE3指すことです.

そこで.4:物ということについて.山瀬J点を一つ紹介し

ます.

小12の玄r耶こ入って 'Ju書ちのよい7IILal班を味わうノJも

争いと止lいます.1亨紡ややは1壬鞘まわりを/,4-め.玄rXlや肋 〉

卜や故が1且IlHこh15きあげらnているからです.このため .

外miかL-)の3''JJを妄く1号ちよく迎え.仏たち肌Llt/,A(分よ<

‖LJfに励むことができています.こ1日ま.側●fiくから玄Ful

の ド-/はもちろんのことRJIから別まで1刷刊徴収仰 二相Bl-を

してく11ているli預砧11のおかけな0)です.縄をみるとき.

IIは了から昭和を生き.蘇rJ.//ループのm3:t身とIiりLItyIの

F;I.1巧であった中経一三氏の rFh!箭T._r･由じらtlたらu4:-

の Fii淋 こなれ.そうしたら･.Jの.T虫を,131日浮かべま

いろことをl守りに思っていまIr.その化rJ【ぶりたるや-lf

がJi.It/i:のです.プロとはかくのごとしです.解のrl_lJFの

IIJ)llがI.I.H にいい好守として負け別が11ていることを鞘

んでいるところです.

また.心性は.工男前按ということで.担う佑品等鴇il

i2相のILtがとにかく膨大です.その弓WM=は 各咋r'-Jn応

uとのLrrilLや珊Liの･●ミ槙も含め多人fLEエネルギーがe･要で

あIl､今の時代には綿に.誠'JUxlt.脈Inlさが,綻められてい

ます.しかし ■f'r拐取EIlもスーハーマンばかりではあり ま

...5....Fw .望見 .5峯
村 21t紗 ITア幽大会でJi蛸Ll.uJ)のlttM糾6171r達成した7I7咋

脚空IF球紅鮭塀の余謡い二泣りIiLが･-> このhi∬;校記を卦 てゝ

います.

ごrTL;のように.本年蝶のJi.和讃BJとはfI7At応校の弔紡E･で

す.今回の rばってん｣は.そのIL.軸部1主の人脈のおか け

で 朽さんに気持ちよくbiH昌を･lFき負けていただき.山だL

klKqでLrL そして,ほとんどはJlの必･蝶t.な<b.･協を印VJ

付目こ送ることができました.

ただ この半世紀に11匹あるかないかの快'f=の随で あて

にしていた砧LF…後記の執7Eをmuとl:州みつら<なってし ま

い hL〃さm lの息が今Ldも.rl<洲 =こなってしまいました.

II収入 LH空初めの人JJTrSI牌のl川l かい良の父代ミ引こ加】

え .IFCR伽のIFll'L旬はStqと.その忙しさは鮒恥こ乾くありま

せん. (lil仲以 Lでしょうが ･ )ただただ作鏑を気氾う

ばかりです.

せん.仲通の人もいるのです.

!'..幌二年のII一打に時r;!】がかかり立

ち7㌢!こすることもたびたびある

ことです.この宇】iJ亡をHとかし

ようと-'Lち Lがった磁nが目蓋

す.そJHま.lIt拐良を小心にした?-,I--If梼nllグループで

した.こんなところこそパソコンをもっとフルinJHすべL

と.わずかIIiI,上らずでバーコー ドり-ダ-を掛 りした物

しのへてくれました｡かiLらのll●ffぷJ)もまた.--'Jrがガ

11Fでした.■Jlfuとさ/LJはこれまでのJポ々 のJJJ約がjt･価され

邪 さ一1たことは･凱 訊 fLlに とであ｡ l哨 瓜n仝 1
作の常'Jではないかとま竺います.

'Ji純11から比た~L芸(.nクの.おもしろさは.叔lFGZ墳n伯

とt)のつくり12fTがセ ノトにできるところです.阿ったこ

とがあLtば.班は 7tIlJt 砲 J'-.tL隼.化′j: 寸,7報技術の

I/11Fのフロがhて.7ドバイスを受けたり.ものつくJ)の

は純が′Iかせるのです.そのかわ().M F･はinUiFfJ:瓜人災

IJJでtJありますから.心をidJL:!?わせる人l;;lftも潔めらtl

ます.心技',Liが人を動かします.LJき小二 rrJ三徒のためlこ何

とかしたいと盟う心j r先1･jJ'のIHIのしやすい現場つ<

l)の･LIJがあ州 i' in嗣な頼Hからとことん/Jtけちのよい

協JJが1:さらLtます.Ll-主後に どの磁fLiにあっても.lJJl†を

難しむ7UであってほしいとWlっています.

また･7･L棚 ,佼以外でも･'lu=E' /r'拙 の減少に伴い叩 一l
揃mHが減った'('ほ.邦枝(屯ノ)LこIIり也のあるltI紡鵬Ilを抱え

る′fほ等/I.その埋111は迎ってiJIJ哨 比のGtは益々大変にな

ってぶているようにAlいます.さらに.▲I-枯1とも主1日 とし

てのLl'糊 lできなくてはYr併泉迎矧ま1-LちrTかなくなって来

ているようです.

人HffL'tには特rLilt都筑 そしてなにJ:()iJJiJが必要 で

す.この2†l:.積rEとなく TJk稚.収佃 このことには昏味

がある.Jと呪文のよう[=11分HElに.Tいri;Jかせながらlulと

か東リtJJってきました.柑 ここの岬JDl(ffJ焚火 ･隼l渡川め)

は.ついつい‖分でやったJJが盤だし.rっJrLりFiIいのでそ

うしてしまいがちです. (これでは いつまでたっても人を

Irてることはできないと佼'HLつつ

も )必こもITJにも,l刑｣モノJが

(払t)Illめ)鯉脚こTY旧 され _J]JF~

雌 も虹IJrA･.り切られんことをlrrるば

かlつです.

(＼Ml)
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